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（
一）
『
名
所
句
集』
の
宗
碩
余
語
敏
男
は
じ
め
に
二
条
良
基は
「
名
所
連
歌は
第
一
大
事
也。
何に
も
句の
中に
心を
入て
、
（
い
か
）
名
所に
作な
す
べ
き
也」（『
蒙
抄』） と
述べ
る（ １
）。
梵
灯
庵に
は
『
独
吟
名
所
百
韻』
が
あ
っ
た
と
さ
れ（ ２
）、
宗
祇に
は
『
独
吟
名
所
百
韻』
二
巻が
あ
る
。
名
所を
詠む
こ
と
は
は
や
く
か
ら
重
視さ
れ
な
が
ら
、
名
所
句の
厨
集は
『
名
所
之
連
歌』 が
唯
一で
あ
る
。こ
の
本の
巻
末に
平
川
章
甫の
識
語が
あ
り
、「
此
水
無
月の
末つ
か
た
は
か
ら
さ
る
に
名
所
連
歌
集
古
写
本
十
冊あ
る
人の
も
と
よ
り
か
り
得て
」
と
記す
。
連
歌
集
書
本
三
冊の
題
簽に
は
「
名
所
句
集
上
中
下」
と
あ
り
、
上
冊の
内
題に
は
「
名
所
之
連
歌
第
一」
と
あ
る
。
章
甫の
借
り
た
本に
は
定か
な
書
名も
な
か
っ
た
と
思わ
れ
る
。
重
松
裕
巳
氏は
こ
の
三
冊を
翻
刻し
、
付
合、
作
者
別
部
立
別
入
集
句
数、
成
立に
つ
い
て
解
説さ
れ
、
『
名
所
句
集
古
典
文
庫
第
四
七
六
冊』
と
し
て
刊
行さ
れ
た
。
そ
の
後、
こ
の
句
集の
成
立、
編
者に
つ
い
て
の
論
究を
見な
い
。
重
松
氏は「
見す
や
あ
ら
ぬ
い
く
船
道の
ふ
し
の
雪」 の
句が『
宗
長
日
記』
享
禄
三
年（
一
五
三〇
）
十
一
月
七
日
条に
記さ
れ
る
の
を
見
出し
、
成
立は
同
年
同
月
十
八
日
以
後、
編
者は
「
宗
長に
極め
て
近し
い
も
の
」
と
結
論
（
マ
マ
）
さ
れ
た
。
入
集
作
者
十
二
人の
中で
最も
後
出の
作
者は
宗
碩で
あ
る
。
重
松
氏は
「
宗
碩の
作
品で
詠
句
年
次が
明ら
か
な
一
句は
、
永
正
十
七
年（
一
五
二〇
）
正
月
六
日
詠な
の
で
こ
こ
で
は
問
題で
な
い
。」
と
さ
れ
た
。『
名
所
句
集』
に
宗
碩は
六〇
句
入
集す
る
。（
一）
六〇
句の
選
句
資
料
調
査に
よ
っ
て
句
集
成
立の
手が
か
り
は
得ら
れ
な
い
か
。（
二）
宗
碩は
名
所
句を
ど
の
よ
う
に
考え
て
詠ん
だ
か
。
こ
の
二
点を
中
心に
据え
て
の
小
考で
あ
る
。
一「
名
所」
の
付け
方
『
連
理
祕
抄』
に
「
こ
と
な
る
用な
き
時、
努々
出だ
す
べ
か
ら
ず
」「
詮な
（
ゆ
め
ゆ
め
）
き
名
所ゆ
め
ぐ
げ
停
止す
べ
し
」 と
あ
る（ ３
）。
名
所の
知
識の
羅
列に
な
る
こ
と
（
ち
や
う
じ
）
を
戒め
て
い
る
。『
九
州
問
答』
で
は
「
須
磨ノ
山
里」
に
「
高
塩」
を
付け
て
よ
い
か
、
の
問に
、「
高
塩、
山ニ
ハ
ノ
キ
タ
ル
様ナ
レ
ド
モ
、
句
柄ニ
随ヒ
テ
上
手ノ
取ナ
サ
ン
ズ
ル
ニ
、
山ニ
ノ
ク
事ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
ト
テ
モ
須
磨ノ
事ニ
テ
侍
バ
、
何カ
ハ
苦シ
カ
ル
ベ
キ」
と
答え
、「
凡
上
手ノ
連
歌ハ
、
ノ
キ
タ
ル
様ナ
レ
ド
モ
心ガ
面
白ク
寄
合ナ
リ」
と
い
う
名
言が
生ま
れ
る（ ４
）。
『
吾
妻
問
答』
は
「
名
所の
句を
す
る
時、
其の
名
所の
寄せ
候は
で
は
惡
し
く
候。
一
句に
詮な
き
事な
ど
侍る
は
見
苦し
く
候。
た
と
へ
ば
、
吉
野に
は
花・
雪な
ど
を
そ
へ
、
立
田に
は
紅
葉・
鹿な
ど
を
い
ひ
、
弓
槻が
嶺に
は
（
ゆ
つ
き
）
（
た
け
）
雲を
そ
へ
、
浅
間
山に
は
煙を
そ
へ
な
ど
す
る
事な
り
」
と
述べ
、「
寄せ
」
を
説く（ ５
）。『
三
湖
抄』
に「
名
所に
ハ
か
な
ら
ず
読た
る
道
具を
案じ
て
付へ
し
。
う
か
と
名
所に
ハ
付ぬ
者
也。
…
浦の
名
所な
ら
バ
水
辺の
道
具、
山の
名
所
す
い
へ
ん
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（
二）
な
ら
バ
山
類の
さ
し
出ぬ
道
具に
て
付べ
し
。」
と
あ
る（ ６
）。「
寄せ
」
と
し
て
働
く
特
有の
景
物を
指し
て
具
体
的に
「
道
具」
と
言う
。
「
寄せ
」「
道
具」
を
学ぶ
た
め
の
本が
は
や
く
鎌
倉
時
代か
ら
編ま
れ
て
い
た
。
冷
泉
家
蔵『
草
子
目
録』
の
連
歌の
項に
名
所の
付
合に
関す
る
五
種の
書
名が
見え
、
そ
の
中に
『
諸
国
名
所
歌
枕』
が
あ
る（ ７
）。
こ
れ
に
続い
て
『
八
雲
御
抄』
巻
第
五
名
所
部、
時
代は
下っ
て
『
名
所
方
角
抄』『
随
葉
集』
巻
第
六
名
所
部、『
竹
馬
集』
巻
第
六
名
所
之
部、『
名
所
付
合』
松
平
文
庫
本
（
８
）
等
が
伝
存し
て
い
る
。
さ
ら
に
広く
「
日
本
紀・
風
土
記は
国の
名
所の
お
こ
り
な
ど
書き
た
る
物」「
源
氏
物
語・
伊
勢
物
語・
古
今
集
以
来
代々
の
厨
集、
名
所の
寄
合な
ど
や
う
の
物
（
９
）」
も
知
識の
源
泉と
し
て
必
備の
本で
あ
っ
た
。
名
所は
式
目の
規
定に
従っ
て
付け
る
。『
連
歌
新
式』（
応
安
五
年（
一
三
七
二）
成
立。
長
谷
寺
本
（
））
の
一
座
二
句
物の
中に
名
所の
景
物は
「
岡
只
一
名
所
一
故
郷
只
一
名
所
一
池
同
前
湊
同
前」
の
四つ
が
見え
る
。『
連
歌
新
式
追
加
并
新
式
今
案
等』（
文
亀
元
年（
一
五〇
一）
成
立。
太
宰
府
天
満
宮
本
（
））
に
定め
る
一
座
二
句
物の
中の
名
所
景
物は
「
故
郷
岡
池
湊
嶺
海
野
辺
小
野〈
一は
名
所た
る
べ
し
。〉」
の
八つ
（
注
記は
「
小
野」
の
注
記の
み
記し
、
他は
略す）
で
あ
る
。
四つ
が
追
加さ
れ
、
順
序を
変え
て
い
る
。『
連
歌
新
式
拾
蛍
抄』（
寛
文
十
年（
一
六
七〇）
頃
成
立か
。
書
陵
部
本）
の
一
座
二
句
物の
中
に
は
（
注
記は
一
部
略す） 、
故
郷
岡
池
湊…
嶺
雖
為
名
所
可
為
二
之
中
只ノ
岑
二モ
有
海
只
一
名
所
一わ
た
つ
う
ミ
な
と
又
別に
あ
る
へ
し
ワ
普
普
肖
肖
タ
ツ
ミ
モ
海
也ワ
タ
ツ
ウ
ミ
モ
同
事
也
海
若
海
底
ワ
タ
ツ
ミ
過テ
ワ
タ
ツ
ミ
ノ
ワ
タ
ツ
ミ
同
カ
サ
シ
ナ
ト
竜
神ノ
事ニ
シ
テ
モ
ナ
シ
和
田
原ト
モ
ア
リ
…
野
辺
二ッ
有
小
蒼
海
肖
野
一ツ
ハ
可
為
名
所
小
野ノ
事
也
小
野ハ
名
所ニ
一
只
一
也
と
あ
る
。「
海
若」「
海
底」「
和
田
原」
が
加わ
り
、
注
記は
格
段に
詳し
く
、
懇
切に
な
る
。
肩
付
注
記「
普」（
後
普
光
園
院
二
条
良
基） 、「
肖」（
肖
柏）
を
付し
、
式
目
改
訂
者の
名を
顕し
て
い
る
。
二「
名
所」
の
生
成
「
歌
枕」 と
い
う
用
語は
「
歌
詞の
注
釈、
枕
詞、
名
所
解
説、
歌
題も
し
く
は
景
物」 と
多
様な
意
味に
用い
ら
れ
て（
）
紛ら
わ
し
い
。
連
歌で
は
必ず
「
名
所」 の
語を
用い
る
。
先に
あ
げ
た
『
諸
国
名
所
歌
枕』 と
い
う
書
名は
熱
慮
し
た
末の
命
名で
あ
ろ
う
。
名
所は
ど
の
よ
う
に
生
成さ
れ
る
か
を
二つ
の
手
が
か
り
を
得て
考え
て
み
る
。
先ず
『
歌
枕
名
寄』
巻
第
廿
五
美
濃
国「
野
上」 の
項で
あ
る（
）。
野
上
今
案
云
万
葉
歌
未
必
名
所
歟
後
世
歌
当
国
詠
之
万
霞
鴬
霞た
つ
野
上の
か
た
に
ゆ
き
し
か
は
う
く
ひ
す
な
き
つ
春に
成ら
し
こ
の
歌は
『
万
葉
集』
巻
第
八
丹
比
真
人
乙
麿の
作で
、
頭
書す
る
よ
う
に
霞と
鴬を
詠む
。
注
記は
、
こ
の
歌が
ま
だ
必ず
し
も
名
所
歌に
な
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
懸
念で
あ
る
。
そ
の
理
由は
、
こ
の
歌は
霞と
鴬を
詠む
叙
景
歌
で
あ
っ
て
、
東
山
道の
宿
駅と
し
て
の
土
地
柄を
詠ん
で
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
後
世
歌」
に
詠ま
れ
る
の
は
野
上の
宿で
あ
っ
た
。
す
で
に
、
定
家は
ノ
宿
駅と
し
て
の
野
上を
詠ん
で
い
る
。
寄
傀
儡
恋
ブベビ
ひ
と
夜か
す
の
が
み
の
里の
草
枕む
す
び
す
て
け
る
人の
契を
（『
拾
遺
愚
草
上』）
万
葉
歌「
霞た
つ
野
上」
は
現
在「
野の
上」
と
読ま
れ
、
地
名と
は
考え
ら
れ
て
い
な
い
。
当
時も
訓
読が
定ま
ら
な
い
と
い
う
懸
念が
あ
っ
た
か
も
知れ
な
い
が
、『
歌
枕
名
寄』
の
他の
例
歌
二
首（
後
法
成
寺
家
歌
合、
新
厨
和
歌
六
帖
各
一
首） も
鴬の
歌で
あ
る
。
次に
『
歌
枕
名
寄』
巻
第
三
十
八
未
勘
国
下「
琴
浦」 の
項で
あ
る
。
例
歌は
一
首、
－ －319
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（
三）
琴
浦
仲
正
春
風に
波の
し
ら
ふ
る
こ
と
の
ね
は
か
も
め
の
あ
そ
ふ
と
こ
ろ
な
り
け
り
う
ら
イ
で
あ
る
。
こ
の
歌は
初
句「
ま
つ
か
せ
に
」 、
第
三
句「
こ
と
の
浦」
と
し
て
『
夫
木
和
歌
抄』
に
見え
る（
）。
前
書に
「
家
集、
こ
と
の
う
ら
と
い
ふ
所に
て
」
と
あ
り
、
前
書に
注
記し
て
「
こ
と
う
ら
、
未
国」 と
あ
る
。
仲
正は
永
長
二
年（
一〇
九
七）
肥
前
権
守、
永
久ご
ろ
下
総
守と
知ら
れ
る
か
ら
、
平
安
後
期に
「
こ
と
の
浦」 と
い
う
名
所が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実で
あ
る
。『
新
古
今
和
歌
集』
巻
第
四
秋
歌
上に
、
宜
秋
門
院
丹
後
べボボ
わ
す
れ
じ
な
難
波の
秋の
よ
は
の
そ
ら
こ
と
浦に
す
む
月は
み
る
と
も
が
あ
り
、『
拾
遺
愚
草
上』「
忍
恋」
題の
、
ばべぼぼこ
と
浦に
こ
る
や
し
ほ
木の
名に
た
て
よ
も
え
て
か
く
れ
ぬ
煙な
り
け
り
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
「
こ
と
浦」 も「
異
浦」 の
意に
解さ
れ
て
い
る（
）。
『
菟
玖
波
集』
巻
第
四
秋
連
謌
上に
、
月
影も
所か
ら
に
そ
か
は
り
け
る
ぶボば
こ
と
う
ら
よ
り
も
難
波
江の
あ
き
左
近
中
将
義
詮
が
あ
る
。
こ
の
「
こ
と
う
ら
」 も「
異
浦」 の
意に
の
み
解さ
れ
て
い
る（
）。
当
代
に
な
る
と
『
沙
玉
集Ⅰ
』
に
一
首、『
草
根
集』
に
二
首、『
雪
玉
集』
に
一
首
と
「
こ
と
浦」
を
詠む
歌が
増え
る
。『
草
根
集』
の
一
首に
、
浦
伝
千
鳥
ぼぼばべ
蘆そ
よ
ぐ
難
波の
み
つ
の
塩こ
え
て
こ
と
浦
風に
千
鳥な
く
な
り
と
あ
る
。「
こ
と
浦
風」
は
「
よ
そ（
遠く
） の
浦を
吹く
風」 で
は
な
く
、「
す
ぐ
隣り
の
琴の
浦を
吹く
風」
の
意で
あ
る
。『
大
日
本
地
名
辞
書』
に
「
摂
津
志
新
田の
南な
る
大
坂
港の
一
部を
以て
琴
浦と
為す
、
琴
浦
一に
異
浦
コ
ト
ウ
ラ
に
作る
。」
と
あ
る
。
琴
浦は
現
在の
尼
崎
市
琴
浦
町、
蓬
川
河
口に
あ
た
る（
）。
蓬
川
河
口、
中
島
川
河
口、
淀
川
河
口は
西か
ら
東へ
の
並び
で
あ
る
。
『
新
厨
菟
玖
波
集』
巻
第
十
二
羇
旅
連
歌に
、
な
に
は
の
事も
た
ゝ
夢の
中
びぶビば
こ
と
浦に
う
つ
る
も
し
ら
す
船に
ね
て
藤
原
光
傳
が
あ
る（
）。
船が
「
こ
と
浦」 に
移
動す
る
の
は
僅か
の
時の
間で
あ
る
。『
名
所
句
集』 に
は
、難
波か
た
月
寒き
よ
を
う
か
れ
き
て
ぼぶベ
こ
と
う
ら
千
鳥つ
ま
や
恋し
き
宗
碩
が
あ
る
。『
宗
碩
連
歌
合』
五
十
二
番
左の
句を
入
集さ
せ
て
い
る
。
判
詞に
「
こ
と
う
ら
千
鳥つ
ま
恋
哀
浅か
ら
す
」（
二
類
本
太
田
武
夫
旧
蔵
本） と
あ
る
。『
随
葉
集』
巻
第
六
名
所
部に
は
「
難
波」
に
付け
る
語の
一つ
と
し
て
「
千
鳥」 を
あ
げ
る（
）。
「
こ
と
浦」
は
「
こ
と（
琴） の
浦」 か
ら
「
異
浦」 へ
転じ
、
や
が
て
名
所
「
琴
浦」 と
し
て
定
着す
る
。
三
名
所
千
句・
名
所
百
韻の
展
開
〔一〕『
異
体
千
句』
賦
建
保
百
首
名
所
連
歌
第
六
康
正
二
年（
一
四
五
六）
八
月
成
立。
源
意
独
吟。
島
原
松
平
文
庫
本
翻
刻
『
古
典
文
庫
第
四
一
三
冊』 に
拠る
。
巻
首
巻
尾の
各
三
句は
、
ば
雨
木の
葉を
と
は
か
は
ら
ぬ
霧ま
か
な
び
千
草の
露や
玉し
ま
か
は
む
ぶ
蛍と
ふ
野
沢の
水の
秋き
え
て
ベブ
か
り
ね
の
夢の
あ
ふ
さ
か
へ
る
さ
ベベ
あ
と
に
な
る
都の
名
残を
し
ほ
山
ばボボよ
そ
に
ふ
け
ゐ
の
舟の
う
ら
風
で
あ
る
。
百
首の
題の
季、
部
類と
違え
て
詠む
。
春「
音
羽
河（
山
城）」 、
春
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（
四）
「
玉
島
河（
肥
前）」
を
秋に
、
夏「
美
豆
御
牧（
山
城）」 を
秋に
変え
、
雑「
会
坂
山（
近
江）」 、
雑「
吹
飯
浦（
和
泉）」 を
旅に
、
冬「
小
塩
山（
山
城）」 を
旅
に
変え
て
詠む
。
巻
首
三
句は
秋、
巻
尾
三
句は
旅で
あ
る
。
国
名も
巻
首、
巻
尾で
照
応し
な
い
。
挙
句に
祝
言の
意は
な
い
。
一
条
兼
良の
序に
「
建
保
の
百
首の
名
所を
結ひ
か
く
さ
れ
た
り
」
と
あ
る
。
本
百
韻は
、
名
所を
詠み
込む
試み
で
あ
っ
た
。
〔二〕『
名
所
連
歌』
寛
正
五
年（
一
四
六
四）
正
月
朔
日
成
立。
連
歌
合
集
本に
拠る
。
宗
祇
独
吟。
発
句は
専
順で
あ
る
。
こ
の
発
句は
『
竹
林
抄』
巻
第
十
発
句の
部の
巻
頭
句で
、
前
書に「
春
立け
る
日」 と
あ
る
。『
新
厨
菟
玖
波
集』
巻
第
十
九
発
句
上で
は
巻
頭
第
二
句め
の
位
置に
置か
れ
、
前
書に
「
名
所に
て
ひ
と
り
連
歌し
侍し
に
」 と
あ
る
。
全
句の
句
頭に
国
名を
注
記す
る
。
巻
首
巻
尾
の
各
三
句は
、
ば
大
和
花の
春た
て
る
所や
よ
し
野
山
専
順
び
同
し
ら
雲い
つ
こ
か
す
む
か
つ
ら
き
宗
祇
ぶ
同
あ
す
か
川
夕
日の
波に
雪き
え
て
同
ベブ
山
城か
も
の
か
ハ
ら
ハ
き
り
そ
ま
か
へ
る
ベベ
山
城
岩も
と
の
社し
つ
か
に
月ふ
け
て
ばボ
大
和
江に
も
手
向の
山の
秋の
ハ
な
ぐ
げ
で
あ
る
。
発
句と
挙
句が
大
和の
吉
野
山と
手
向
山、
巻
首が
春
三
句、
巻
尾
が
秋
三
句で
照
応す
る
。「
岩も
と
の
社」 は
上
賀
茂
神
社の
摂
社で
あ
る（
）。
挙
句は
「
手
向の
山を
今
日
越え
て
」
と
い
う
大
伴
坂
上
郎
女の
歌（『
万
葉
集』
ばボばビ）
に
拠っ
て
岩
本
社に
付け
た
神
祇の
付
句で
あ
る
。
〔三〕『
於
品
川
宗
祇
独
吟
名
所
百
韻』（
内
題）
文
正
二
年（
一
四
六
七）
正
月
朔
日
成
立。
書
陵
部
本
翻
刻『
桂
宮
本
叢
書
第
十
八
巻』
に
拠る
。
発
句は
宗
祇の
句で
、『
萱
草』
第
一
春
連
歌に
「
お
な
し
き
毎
年の
独
吟に
あ
つ
ま
に
て
」
と
前
書し
て
入
集す
る
。『
宇
良
葉』
春
の
部の
冒
頭
二
句め
に
「
あ
つ
ま
に
侍し
時、
正
月
一
日
獨
吟に
」 と
前
書し
て
入
集す
る
。
巻
首
巻
尾の
各
三
句で
は
、
ぶ、
ベブの
二
句の
み
句
頭に
国
名
を
注
記す
る
。
ば
冨
士の
ね
も
年は
こ
え
け
る
霞
哉
び
末と
を
く
立む
さ
し
野の
春
ぶ
大
和
若
草は
枕か
す
か
の
里に
ね
て
ベブ
大
和ふ
か
き
い
も
せ
の
山
中の
雲
ベベ
咲
花の
高
野の
お
く
は
暮や
ら
て
ばボボ
春
日に
あ
か
き
丹
生の
神か
き
巻
首は
東
国
二
句と
大
和、
巻
尾は
大
和
二
句と
紀
伊で
照
応す
る
。
挙
句は
東
吉
野
村の
丹
生
明
神へ
の
祈
願で
あ
り
、
神
祇
句で
あ
る
。
〔四〕『
名
所
百
詠
全』（
内
題「
名
所
百
員
宗
祇」）
内
閣
文
庫
本は
「
文
明
十
二
月
於
清
水
寺」
と
頭
書す
る
が
成
立
年
次を
欠く
。
こ
の
百
韻は
従
来、
梵
灯
庵
独
吟と
さ
れ
て
き
た
。
梵
灯
庵は
永
享
五
年（
一
四
三
三）
以
前に
没し
、
そ
の
二
十
数
年
後に
『
異
体
千
句』
が
成
立
す
る
。『
異
体
千
句』
第
六
名
所
連
歌と
こ
の
『
名
所
百
詠
全』
と
を
比べ
る
限り
そ
の
違い
は
大き
く
、
梵
灯
庵
活
躍
期の
賦
詠と
は
考え
ら
れ
な
い
。
以
下に
記す
観
点か
ら
、
宗
祇が『
筑
紫
道
記』 の
旅を
終え
た
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五）
頃の
成
立と
考え
る
。
１
伝
本
五
本の
中、
内
閣
文
庫
本、
大
阪
天
満
宮
文
庫
本（
れ
・
甲２） 、
東
北
大
狩
野
文
庫
本の
三
本に
は
「
於
清
水
寺」
と
あ
る（
）。
こ
れ
は
、
文
正
二
年
宗
祇
独
吟の
「
於
品
川」
と
同じ
形
式で
あ
る
。
２
宗
祇の「
毎
年の
独
吟」 は
正
月
朔
日の
百
韻
二
種が
残る
。「
於
清
水
寺」
独
吟に
は
「
十
二
月」
と
あ
る
。
年の
わ
た
り
の
独
吟と
し
て
相
通ず
る
。
３
寛
正
五
年の
名
所
独
吟は
挙
句の
前
句に
上
賀
茂
神
社
摂
社
岩
本
社を
詠
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（
五）
み
、
文
正
二
年の
名
所
独
吟は
挙
句に
丹
生
明
神を
詠む
。「
於
清
水
寺」
独
吟で
は
第
九
八
句に
箱
崎の
神を
詠む
。
巻
尾の
神
祇
句
詠が
相
通ず
る
。
４
第
九
八
句と
第
九
九
句の
付
合は
、
文
明
十
二
年
筑
紫
下
向の
旅の
体
験
に
基づ
く
か
、
と
思わ
せ
る
。「
な
き
て
た
に
」
は「
泣（
鳴） き
て
」
に
「
凪
ぎ
て
」
を
掛け
、
海
面を
眺
望す
る
感が
あ
る
。『
筑
紫
道
記』
に
「
御
社
の
正
方は
戌
亥に
て
、
志
賀の
嶋に
む
か
へ
り
。
…
遠
近の
嶋々
、
所々
の
山々
な
ど
手に
と
る
ば
か
り
に
て
、
い
づ
れ
も
名
所な
ら
ず
と
い
ふ
事な
し
。」 と
あ
る（
）。「
箱
崎」「
志
賀の
嶋」
は
い
ず
れ
も
『
歌
枕
名
寄』
に
見え
る
。ば
山
城
月に
降
時
雨や
風の
音
羽
山
び
近
江ち
ら
ぬ
紅
葉に
逢
坂の
関
ぶ
同
志
賀の
浦
松
一
木に
ハ
冬し
ら
て
ベビ
山
城か
ハ
ら
ぬ
ハ
北
野
筑
紫の
誓に
て
ベブ
筑
前こ
ゝ
に
名
高き
箱
崎の
神
ベベ
同
な
き
て
た
に
帰る
方な
き
鹿の
嶋
ばボ
大
和
幾
秋き
ぬ
る
猶
三
笠
山
発
句・
脇
句は
清
水
寺に
因む
都の
東
方の
名
所で
あ
る
。
巻
首の
山
城「
音
羽
山」
と
近
江
二
句に
照
応し
て
、
巻
尾は
大
和「
三
笠
山」 と
筑
前
二
句で
あ
る
。
挙
句は
「
鹿」
に
付け
て
春
日
大
神を
讃え
て
い
る
。
〔五〕『
名
所
千
句
全』
永
正
元
年
十
一
月
成
立。
宗
麟
独
吟。
内
閣
文
庫
本
翻
刻の
『
古
典
文
庫
第
四
六
七
冊』
に
拠る
。
第
一
発
句は
「
音
羽
山」（
山
城） 、
第
二
発
句「
芳
野
山（
大
和） 、
第
三
発
句「
生
駒
山」（
河
内） を
詠み
、
春
三
句で
あ
る
。
第
四・
五は
「
神
路
山」（
伊
勢） 、「
木
枯の
杜」（
駿
河）
を
詠む
夏
二
句。
第
六・
七・
八は
「
か
ら
崎」（
近
江） 、「
野
上」（
美
濃） 、「
後
瀬
山」（
若
狭）
を
詠む
秋
三
句、
第
九・
十は
「
明
石」（
播
磨） 、「
香
椎
潟」（
筑
前） を
詠む
冬
二
句。
四
季
題
千
句の
形
式と
し
て
整っ
て
い
る
。
各
巻の
挙
句の
付
合は
一
般の
名
所を
詠む
巻が
多い
が
、
四つ
の
巻は
次
の
と
お
り
、
祝
言・
神
祇と
な
る
名
所を
詠ん
で
い
る
。
第
一
ベベ「
神
山」
（
山
城） と
ばボボ「
長
坂」（
山
城） を
詠む
祝
言
句。
第
二
ベベ「
磯
城
嶋」（
大
し
き
和） と
ばボボ「
神
岳
山」（
大
和） を
詠む
祝
言
句。
第
四
ベベ「
小
笠
原」（
甲
を
か
斐） と
ばボボ「
酒
折の
神」（
甲
斐） を
詠む
神
祇
句。
第
九
ベベ「
神の
小
浜」
（
未
詳） と
ばボボ「
御
座
浦」（
土
佐） を
詠む
祝
言
句。
名
所
千
句の
半ば
の
各
巻の
挙
句に
祝
言・
神
祇を
詠み
、
千
句の
形
式は
整っ
て
き
て
い
る
。
千
句
の
興
行
目
的は
跋
文の
表
現に
窺え
る
。
千
句
之
事
度々
承
候
名
所
者
勅
厨
名
寄
八
雲
御
抄
其
外
家々
に
集め
置る
ゝ
所に
書つ
き
侍
由
数
度
辞
申と
い
へ
と
も
大
部の
書え
ら
ひ
出る
事
煩
敷
聚
韻の
た
め
し
ま
て
引
出さ
れ
強
而
御
所
望の
間こ
と
ぐ
げ
く
誹
徊の
躰を
以
て
句に
結
連
候（
下
略）
「
大
部の
書」 は
諸
国の
名
所と
そ
の
例
歌を
集め
た
歌
枕
書を
指す
。
宮
脇
真
彦
氏は
解
説で
「
名
所
歌
集の
系
列に
お
い
て
と
ら
え
る
必
要」 を
指
摘さ
れ
た
。「
誹
徊の
躰」
は
句の
仕
立て
に
用
意が
乏し
く
、
表
現は
俗で
あ
る
、の
意で
あ
ろ
う
。
次の
三
句は
珍し
い
例
歌の
歌
句を
そ
の
ま
ま
用い
て
い
る
。
ばボ
伏
見の
む
ら
は
誰か
よ
ふ
ら
む
ばば
く
み
あ
く
る
井
手の
中
道
袖み
え
て
は
ヘ
イ
ばび
山
吹の
せ
は
夏と
し
も
な
し
（『
名
所
千
句』
山
城
国
第
一）
「
伏
見の
里」 が
歌
句で
あ
っ
て
「
伏
見の
む
ら
」 は
勅
厨
集、『
平
安
和
歌
歌
枕
地
名
索
引』 の
例
歌に
見え
な
い（
）。「
井
手の
中
道」 は
『
新
後
拾
遺
集』
バべ
バ「
山し
ろ
の
井
手の
中
道ふ
み
分け
て
」
が
一
首だ
け
勅
厨
集に
見え
る
。
「
山
吹の
せ
」 は
『
新
拾
遺
集』
ばブび「
ち
り
は
つ
る
山
吹の
せ
に
行く
春の
花
に
棹さ
す
う
ぢ
の
川
長」（『
歌
枕
名
寄』 の
例
歌） が
勅
厨
集
中
唯
一で
あ
る
。
『
歌
枕
名
寄』 の
例
歌は
、
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六）
見わ
た
せ
は
ふ
し
み
の
む
ら
の
夕か
す
み
誰か
へ
る
さ
の
道ま
よ
ふ
ら
ん
人し
れ
ぬ
こ
ゝ
ろ
へ
た
つ
な
い
は
て
の
み
と
し
月す
く
る
ゐ
て
の
中
道
で
あ
る
。
〔六〕『
賀
茂
社
法
楽
宗
牧
獨
吟
名
所
百
韻』
天
文
十
四
年（
一
五
四
五）
以
前
成
立。
続
群
書
類
従
本に
拠る
。
全
句
頭に
国
名を
注す
。
名
所は
山
城
二
五、
大
和、
近
江
各
九、
摂
津
八、
紀
伊
六と
な
り
（
以
下
略） 、
賀
茂
神
社ゆ
か
り
の
山
城が
特
別に
多い
。
ば
山
城
波の
お
と
木す
ゑ
も
せ
み
の
小
河
哉
宗
牧
び
同
夕か
せ
涼し
か
た
を
か
の
森
ぶ
同
日
影
山あ
き
行
袖に
移ひ
て
ベブ
山
城こ
の
橋
本の
秋の
初か
せ
ベベ
同
神
山や
し
め
ゆ
ふ
花の
露か
け
て
ばボ
同
あ
ふ
け
糺の
朱の
玉
垣
「
か
た
を
か
」「
橋
本」「
神
山」
は
上
賀
茂
神
社の
名
所、「
せ
み
の
小
河」「
糺
の
朱の
玉
垣」
は
下
鴨
神
社の
名
所で
あ
る
。
巻
首
巻
尾は
山
城
各
三
句の
照
応で
あ
る
。
挙
句は
下
鴨
神
社
祈
願の
神
祇
句で
あ
る
。
名
所
独
吟の
風が
展
開し
て
法
楽
百
韻と
い
う
形
式に
ま
で
整っ
て
き
た
こ
と
を
示す
。
四『
名
所
句
集』
と
宗
碩
句
『
名
所
句
集』
の
成
立に
つ
い
て
木
藤
才
蔵
氏は
「
大
永
四
年
三
月
十
七
日
～
廿
一
日
伊
庭
千
句
興
行、
こ
の
千
句
以
後」
と
さ
れ（
）、
重
松
裕
巳
氏は
享
禄
三
年
十
一
月
十
八
日
以
後と
さ
れ
た
。
以
下の
調
査に
よ
っ
て
、
大
永
四
年
（
マ
マ
）
か
ら
享
禄
三
年に
至る
六
年
間に
ほ
ぼ
成
立す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思わ
れ
る
。宗
碩の
句は
『
名
所
句
集』
に
六〇
句
入
集す
る
。
句
集の
部
類
別で
は
雑
一
九
句（
三
二％
） 、
恋
一
一
句（
一
八％
） 、
春
九
句（
一
五％
） 、
の
順（
下
略） 。
国
別で
は
大
和
一
四
句（
二
三％
） 、
近
江
一
二
句（
二〇
％
） 、
山
城は
僅か
七
句（
一
二％
） 、
摂
津
六
句（
一〇
％
）
の
順（
以
下
略）
と
な
る
。
八・
九
頁の
〔
表〕
宗
碩
句
の
名
所
一
覧は
名
所を
国
別に
整
理し
、
名
所の
句
表
現を
添え
（
表
記は
『
名
所
句
集』） 、
選
句
資
料
欄に
は
入
集
句の
所
在
位
置を
示し
た
。
選
句
資
料
別の
入
集
句
数は
次の
と
お
り
で
あ
る
。
何
衣
百
韻
（
永
正
十
年
成
立）
一
句
住
吉
千
句
（
大
永
元
年〃
）
七
句
伊
勢
千
句
（
大
永
二
年〃
）
六
句
宗
碩
連
歌
合（
大
永
三
年
本）
二
四
句
伊
庭
千
句
（
大
永
四
年
成
立）
二〇
句
未
詳
二
句
（
計）
六〇
句
各
選
句
資
料と
『
名
所
句
集』
と
の
本
文の
異
同、
選
句の
状
況は
次の
と
お
り
で
あ
る
。
〔
何
衣
百
韻〕
永
正
十
年
二
月
十
六
日
興
行。
前
句、
付
句と
も
異
同が
あ
る
。
百
韻（
大
阪
天
満
宮
本） は
次の
句
形で
あ
っ
た
。
と
く
る
氷に
志
賀の
う
ら
浪
肖
柏
霞ふ
く
比
良の
根
颪
春か
け
て
わ
た
し
宗
碩
「
ひ
ら
の
根
颪」 の
表
現は「
宗
牧
独
吟
賀
茂
社
法
楽
百
韻」 に
も
見え
る
。「
ね
わ
た
し
」 の
語は
道
因
法
師の
歌（『
千
載
集』
巻
第
六
冬べばボ） に
見え
る
。
あ
ら
し
ふ
く
ひ
ら
の
た
か
ね
の
ね
わ
た
し
に
あ
は
れ
し
ぐ
る
る
神
無
月か
な
「
ね
わ
た
し
」
を
春の
季と
し
て
付け
る
の
は
異
例で
、
一
時、
坂
本に
住ん
だ
宗
碩の
体
験に
よ
る
か
、
と
思わ
れ
る
。
句
集で
は
前
句「
と
く
か
こ
ほ
り
に
」 、
付
句「
ひ
ら
の
ね
わ
た
り
」 と
な
る
。
〔
住
吉
千
句〕
大
永
元
年
十
一
月
一
日～
四
日
興
行。
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千
句（
連
歌
合
集
本） の
句
形と
句
集の
句
形と
の
間に
異
同は
な
い
。
こ
の
千
句に
宗
碩の
名
所
句は
三
五
句あ
る
が
入
集は
七
句で
あ
っ
た
。
次の
四
句は
入
集し
な
か
っ
た
句で
あ
る（
漢
数
字は
百
韻の
順、
算
用
数
字は
句
番
号を
表す
。
以
下
同） 。
お
も
へ
と
も
い
つ
あ
ふ
坂も
ま
た
し
ら
て
雪
三
32
音
羽の
山の
を
と
き
く
も
う
し
宗（
住
吉
千
句）
む
ら
さ
き
の
ゆ
か
り
も
ま
れ
の
身の
行
末
雪
三
90わ
れ
の
ミ
い
く
か
む
さ
し
野ゝ
原
宗（
〃
）
し
る
ら
ん
も
の
と
神を
あ
ふ
か
ん
雪
五
49
春
日
野や
た
の
む
下
草か
ら
す
な
よ
宗（
〃
）
老ぬ
る
ハ
子
日も
し
ら
ぬ
松な
れ
や
雪
十
42い
く
へ
つ
も
れ
る
雪の
か
す
か
野
宗（
〃
）
次の
句は
他の
千
句で
右と
同じ
名
所を
詠ん
で
入
集す
る
。
九
重に
さ
く
明ほ
の
ゝ
花
長
八
49
音
羽
山こ
す
ゑ
の
上の
か
す
み
き
て
碩（
伊
勢
千
句）
関ま
て
と
を
く
ら
れ
こ
し
を
名
残に
て
雪
三
22あ
と
は
音
羽の
山ほ
と
ゝ
き
す
碩（
伊
庭
千
句）
露の
な
こ
り
を
い
つ
く
尋ん
長
一
95む
さ
し
野や
入さ
も
し
ら
ぬ
よ
は
の
月
碩（
伊
勢
千
句）
か
き
り
た
に
あ
る
思ひ
と
も
か
な
雪
四
77む
さ
し
野と
い
へ
は
し
ら
ぬ
も
な
つ
か
し
み
碩（
伊
庭
千
句）
常よ
り
も
け
ふ
の
ま
つ
り
の
人お
ほ
み
長
八
26の
と
か
な
る
世の
か
す
か
野の
春
碩（
〃
）
〔
伊
勢
千
句〕
大
永
二
年
八
月
四
日～
八
日
興
行。
句
集ブばビ「
い
と
ゝ
ふ
ま
る
ゝ
あ
し
そ
ら
の
山」
は
千
句
二
本で
は
次の
句
（
マ
マ
）
形で
あ
っ
た
。
玉ほ
こ
の
道の
別に
行や
ら
て
長
九
94い
と
ゝ
ふ
ま
る
ゝ
足か
ら
の
や
ま
碩（
内
閣
文
庫
一
本
（
））
玉ほ
こ
の
道の
わ
か
れ
に
行や
ら
て
長
九
94い
と
ゝ
ふ
ま
る
ゝ
あ
し
た
ら
の
山
うヒ
碩
あ
し
う
ら
の
山
名
所
也。
道の
別に
行や
ら
て
、
あ
し
う
ら
を
ふ
ま
る
ゝ
也。
い
つ
か
た
に
ふ
み
定む
ら
ん
足
浦の
山、
と
云
古
歌
也。
（
内
閣
文
庫
付
注
本）
「
古
歌」 は
藤
原
定
頼（
九
九
五～
一〇
四
五）
が
和
泉
式
部に
詠み
か
け
た
歌で
あ
る
。
定
頼が
小
式
部
内
侍に
詠み
か
け
た
『
金
葉
集』
の
歌と
対を
為す
。
藤
原
保
昌
朝
臣
丹
後に
な
り
て
く
だ
り
け
る
に
、
和
泉
式
部お
も
ひ
わ
づ
ら
ふ
と
聞き
て
つ
か
は
し
け
る
権
中
納
言
定
頼
ブびぼ
ゆ
き
ゆ
か
ず
き
か
ま
ほ
し
き
は
い
づ
か
た
に
ふ
み
さ
だ
む
ら
ん
あ
し
の
う
ら
や
ま
（『
続
古
今
和
歌
集』
巻
第
九
離
別
歌）
『
定
頼
集』
の
前
書に
は
、
式
部が
や
す
ま
さ
が
め
に
な
り
て
、
た
ん
ご
に
な
り
た
る
に
、
い
き
や
せ
ま
し
、
い
か
ゞ
せ
ま
し
と
い
ふ
と
き
き
て
や
り
た
ま
ひ
け
る
と
あ
る
。
保
昌に
従っ
て
下
向す
る
こ
と
を
、
式
部が
思い
迷っ
て
い
る
時の
贈
歌で
あ
っ
た
。
歌の
第
五
句は
「
あ
し
う
ら
の
山」
と
あ
る
。『
歌
枕
名
寄』
と『
勅
厨
名
所
和
歌
抄
出
（
）』
と
は
い
ず
れ
も「
あ
し
う
ら
の
山」
で
あ
る
。『
藻
塩
草』 に
は
「
門に
出
立
足う
ら
し
て
足
占
山（
名
所
也）」
と
あ
る（
）。
足
占
山は
京
都
府
中
郡
峰
山
町と
大
宮
町の
境に
あ
る
磯
砂
山で
あ
る（
）。
い
さ
な
ご
や
ま
入
集す
る
他の
五
句は
千
句
二
本の
句
形と
異
同は
な
い
。
こ
の
千
句に
宗
碩の
名
所
句は
三
六
句あ
る
が
入
集は
六
句で
あ
っ
た
。
次の
句は
入
集し
な
か
っ
た
。
田
蓑の
嶋の
舟の
行す
ゑ
長
三
95
浦と
を
く
見え
た
る
月の
難
波か
た
碩（
伊
勢
千
句）
－ －314
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〔
表〕
宗
碩
句の
名
所
一
覧
冬
連
歌
第
四
秋
連
歌
第
三
夏
連
歌
第
二
春
第
一
部
類
未
勘
山
城
〃摂
津
〃武
蔵
筑
前
未
勘
大
和
〃山
城
〃播
磨
淡
路
大
和
〃〃〃山
城
〃〃近
江
未
勘
国
名
ぼぶベ
こ
と
う
ら
千
鳥つ
ま
や
ぶぶブ
西
川の
秋の
三
日
月
ぶベビ
照
月の
か
つ
ら
ぶブビ
長
柄
の
橋の
よ
ハ
の
月
べべボ
長
洲の
打さ
ハ
き
べばび
武
蔵
野…
…
よ
ハ
の
月
ぶバブ
月に
…
…
袖
の
ミ
な
と
ぶぶビ
秋の
ゆ
ふ
は
河
びブば
夏
衣
さ
ほ
の
川
原
びブベ
な
ら
の
は
…
…
片
岡
の
里
びばぼ
音
羽
の
山ほ
と
ゝ
き
す
びぶベ
露か
ゝ
る
伏
見の
夢
びぶべ
時
鳥
明
石の
と
な
ミ
びバベ
扇に
も
絵
嶋の
心
びび
ミ
よ
し
野…
…
か
す
ま
ハ
ビぼ
陰に
…
…
若
草
の
山
ばびビ
花に
伊
駒の
明ほ
の
ばベば
今そ
…
…
藤
ハ
ら
の
里
びば
音
羽
山…
…
霞き
て
ばベび
井
手の
山
吹
びボビ
小
倉の
梢
春く
れ
て
ばべび
花そ
の
…
…
ま
のゝ
浦
風
ビバ
あ
し
わ
か
の
浦め
つ
ら
し
き
句
番
名
所と
そ
の
表
現
連
歌
合
五
二
番
左
連
歌
合
三
九
番
左
伊
庭
千
句
二・
バぶ
〃
九・
ぶば
〃
二・
ブば
伊
勢
千
句
一・
ベぼ
伊
庭
千
句
二・
びば
〃
九・
ブぼ
伊
庭
千
句
二・
ぼビ
連
歌
合
二
九
番
右
伊
庭
千
句
三・
びび
連
歌
合
二
五
番
右
〃
二
四
番
右
〃
二
九
番
左
連
歌
合
一
番
左
伊
庭
千
句
八・
ベび
連
歌
合
七
番
右
住
吉
千
句
三・
バべ
伊
勢
千
句
八・
べベ
住
吉
千
句
五・
ぼバ
連
歌
合
二〇
番
左
住
吉
千
句
九・
ぶべ
伊
庭
千
句
六・
ブば
選
句
資
料
雑
連
歌上
第
八
恋
連
歌下
第
七
恋
連
歌上
第
六
旅
連
歌
第
五
部
類
大
和
〃〃近
江
〃〃信
濃
駿
河
伊
勢
摂
津
丹
後
播
磨
紀
伊
近
江
〃陸
奥
武
蔵
伊
勢
大
和
常
陸
相
模
美
濃
近
江
国
名
ブバボ
朝け
の
霞
た
つ
田
山
ブベび
立
田
川
河
辺の
月に
ベビブ
さ
のゝ
ワ
た
りの
雨の
日に
ブバば
霞
吹
ひ
ら
の
ねワ
た
り
ベべび
比
良
の
ね…
…
山
風に
ブバび
故
郷の
志
賀
津の
霞
ばボボベも
ゆ
て
ふ
浅
ま
山
ブべビ
袖ハ
き
よ
ミ
か
セ
きか
ね
て
ビベバ
人
心
二
見
の
浦の
松
ブばぶ
難
波の
か
た
思ひ
ブばビ
ふ
ま
る
ゝ
あ
し
そ
ら
の
山
ブぼボ
何う
き
恋を
餝
磨
河
ブぶボ
化
波に
妹
か
嶋
舟
ビぼバ
歎き
の
ミ
…
…
逢
坂
ビビば
行
衛も
い
さ
や
川
ビバべ
我
あ
ふ
く
まハ
た
ゝ
ビベば
武
蔵
野…
…
な
つ
か
し
ミ
ビバべ
た
ゝ
な
ミ
た
川
ビブぼ
た
の
ミ
も
…
…
初
セ
山
バブバ
し
く
や
か
し
まか
磯
バぼビ
足
か
らや
駒う
ち
よ
す
る
バびビ
あ
は
れ
野
上の
月
バボぼ
相
坂や
…
…
関
越て
句
番
名
所と
そ
の
表
現
連
歌
合
一
番
右
伊
庭
千
句
二・
ベぶ
〃
三・
ビベ
何
衣
永
正
十・
二
伊
勢
千
句
三・
ぶぼ
伊
庭
千
句
十・
ぶば
連
歌
合
九
四
番
左
伊
庭
千
句
九・
ベば
未
詳
連
歌
合
七
二
番
左
伊
勢
千
句
九・
ベべ
連
歌
合
七
九
番
右
〃
七
二
番
右
連
歌
合
六
一
番
右
〃
七〇
番
左
〃
六
一
番
左
伊
庭
千
句
四・
ビビ
連
歌
合
六
一
番
左
伊
庭
千
句
四・
びベ
住
吉
千
句
四・
ビべ
伊
勢
千
句
五・
びベ
〃
六・
ベび
住
吉
千
句
五・
べぼ
選
句
資
料
『名所句集』の宗碩
（
九）
お
も
ふ
と
も
か
な
し
か
る
へ
き
旅
居し
て
碩
四
14な
る
れ
は
さ
て
も
す
ま
の
う
ら
波
〃
（
伊
勢
千
句）
同じ
名
所を
詠む
他の
資
料の
句が
入
集す
る
。
舟さ
す
あ
ま
も
袖ぬ
ら
せ
と
や
古
郷の
な
に
ハ
に
つ
け
て
う
ら
か
な
し
『
宗
碩
連
歌
合』
八
十
七
番
左（
太
田
本）
な
る
神ハ
た
ゝ
我う
へ
の
こ
ゝ
ち
し
て
雪
十
72お
も
ふ
に
か
な
し
す
ま
の
い
に
し
へ
宗（
住
吉
千
句）
〔
宗
碩
連
歌
合〕
永
正
十
七
年
七
月
十
六
日
成
立。
『
宗
碩
連
歌
合』
の
伝
本に
は
成
立
時
書
写の
一
類
本（
富
山
県
立
図
書
館
蔵
志
田
文
庫
本
他
七
本）
と
大
永
三
年
書
写の
二
類
本（
太
田
武
夫
氏
旧
蔵
伝
守
武
筆
本、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
連
歌
集
書
本）
と
が
あ
る（
）。『
名
所
句
集』
本
文
は
二
類
本と
一
致す
る
。
く
る
ま
ひ
き
よ
き
行か
た
も
な
し
な
け
き
の
ミ
茂る
あ
ふ
さ
か
か
つ
こ
え
て
『
宗
碩
連
歌
合』
六
十
一
番
右（
太
田
本）
こ
の
句は
『
名
所
句
集』
に
入
集し
て
ビぼバ
番と
な
る
。
車
引、
歎、
逢
坂、
越
と
漢
字を
宛て
る
が
異
同は
な
い
。『
宗
碩
連
歌
合』
一
類
本（
志
田
本）
は
前
句「
う
し
」 、
付
句「
な
け
き
の
ミ
し
け
き
」
と
な
る
。
他に
、
七
十
番
左→
ビビば、
八
十
七
番
左→
ばばばび、
九
十
四
番
左→
ばボボベ、
九
十
八
番
右→
ばびぶべ、の
四
句も
一
類
本と
異
同が
あ
り
、
二
類
本と
は
異
同が
な
い
。
こ
の
句の
判
詞に
「
茂き
歎の
中を
分ら
ん
彼
帰
京の
様さ
な
か
ら
の
事に
や
」（
二
類
太
田
本）
と
あ
る
。『
源
氏
物
語』「
関
屋」 の
空
蝉の
歌「
あ
ふ
さ
か
の
関や
い
か
な
る
関な
れ
ば
繁き
な
げ
き
の
中を
わ
く
ら
ん
」
に
拠る
付
合で
あ
る
。
『
宗
碩
連
歌
合』
一
類
本と
二
類
本と
『
名
所
句
集』 と
の
間に
は
次の
異
同
が
あ
る
。
１
二
十
四
番
右
付
句「
鳴す
き
て
」（
一
類
志
田
本） 、「
鳴
過て
」（
二
類
太
田
本） 、「
な
き
捨て
」（
二
類
連
歌
集
書
本）
→
「
な
き
過て
」
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発
句第
十
雑
連
歌下
第
九
部
類
近
江
〃豊
前
大
和
〃〃〃近
江
〃摂
津
〃 山
城
丹
後
摂
津
播
磨
国
名
ばびべべ
雪や
大
た
け
朝
霞
ばぶぶぼ
あ
ハ
津
野…
…
夏の
海
ばべばぶ
別て
ふ
も
しハ
関
守
ばばぼば
春
日
野の
春
ばびぶば
城…
…
山ふ
ミ
に
ばびぶび
金
の
御
嶽を
契る
ら
ん
ばびぶぶ
水く
ミ
な
つ
ミ
川
ばばぶば
田
上や
薪こ
り
つ
む
ばびぶべ
三
井
の
寺ふ
り
て
ばばばび
故
郷の
な
に
ハ
ばばビベ
住
の
江…
…
千
木の
ばボべバな
こ
り
…
…
あ
り
す
川
ばボぼブ
人も
波の
う
ら
し
ま
ベバび
す
まの
い
に
し
へ
ベべバ
波の
…
…
い
ゑ
し
ま
句
番
名
所と
そ
の
表
現
連
歌
合
一〇
一
番
左
未
詳
連
歌
合
一
一
六
番
左
伊
庭
千
句
八・
びバ
〃
三・
ぼぼ
連
歌
合
九
三
番
左
〃
九
八
番
左
伊
庭
千
句
八・
ぼぶ
連
歌
合
九
八
番
右
〃
八
七
番
左
伊
庭
千
句
四・
びぶ
連
歌
合
八
七
番
右
住
吉
千
句
十・
ベブ
〃
十・
ビび
伊
庭
千
句
四・
ブバ
選
句
資
料
（
備
考） １
『
宗
碩
連
歌
合』
を
選
句
資
料と
す
る
二
四
句の
中、
次の
九
句は
『
月
村
抜
句』 を
原
選
句
資
料と
す
る
。『
名
所
句
集』 の
句
番
号で
記す
。
二
二、
七
五
六、
七
七
一、
八
三〇
、
一〇
四
六、
一
一
一
二、
一
二
三
三、
一
二
三
四、
一
四
一
三。
２
恋
連
歌
上は
五
句で
あ
る
が
、
一
句に
名
所を
二つ
詠む
句が
あ
る
の
で
名
所
は
六と
な
る
。
３
発
句「
雪や
大た
け
朝
霞」
は
『
宗
碩
連
歌
合』
と
『
発
句
聞
書』
と
の
両
書
に
見え
る
。
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（
一〇
）
（『
名
所
句
集』
びぶべ）
２
三
十
九
番
左
前
句「
わ
れ
て
な
か
る
ゝ
」（
一
類
志
田
本） 、「
わ
れ
て
な
か
る
ゝ
」（
二
類
太
田
本） 、「
ワ
れ
て
流る
ゝ
」（
二
類
連
歌
集
書
本）
→
「
わ
き
て
流る
ゝ
」（『
名
所
句
集』
ぶぶブ）
３
七
十
九
番
右
前
句「
海に
な
り
ぬ
る
」（
一
類
志
田
本） 、「
う
ミ
に
な
り
ぬ
る
」（
二
類
太
田
本） 、「
海に
な
り
ぬ
る
」（
二
類
連
歌
集
書
本）
→
「
海に
な
り
行」（『
名
所
句
集』
ブぼボ）
４
九
十
八
番
左
付
句「
法に
た
れ
」（
一
類
志
田
本） 、「
法に
た
れ
」
（
二
類
太
田
本） 、「
法の
た
れ
」（
二
類
連
歌
集
書
本）
→
「
法に
た
れ
」『
名
所
句
集』
ばびぶぶ）
右の
調
査か
ら
二つ
の
点が
判
明す
る
。（
一）
１
４
に
よ
っ
て
二
類
本の
連
歌
集
書
本に
は
拠ら
な
い
こ
と
。（
二）
２
３
に
よ
っ
て
、
ぶぶブ、
ブぼボの
二
句
は
入
集の
際に
前
句を
修
訂し
た
こ
と
。
〔
伊
庭
千
句〕
大
永
四
年
三
月
十
七
日～
二
十
一
日
興
行。
『
伊
庭
千
句』（
松
井
明
之
本。『
古
典
文
庫
第
四
七
一
冊』
に
拠る
）
と
『
名
所
句
集』
と
の
間に
は
二
句に
異
同が
あ
る
。
こ
た
か
く
も
二
葉の
花の
春を
へ
て
長
八
92か
け
に
お
ひ
そ
ふ
わ
か
草の
山
碩（
伊
庭
千
句）
『
名
所
句
集』
ビぼは
「
陰に
お
ふ
て
ふ
」
と
な
る
。「
わ
か
草」
の
意を
強め
る
た
め
の
修
訂か
。富士こ
そ
た
く
ひ
身は
を
よ
ひ
な
し
雪
九
91こ
え
ぬ
ま
の
袖は
清
見か
せ
き
か
ね
て
碩（
伊
庭
千
句）
「
た
く
ひ
」
は
同
類の
意で
、
こ
ゝ
は
高
貴な
身
分の
人を
指す
。
題
不
知
平
祐
挙
びばぶ
む
ね
は
ふ
じ
そ
で
は
き
よ
み
が
せ
き
な
れ
や
け
ぶ
り
も
な
み
も
た
た
ぬ
ひ
ぞ
な
き
（『
詞
花
和
歌
集』
巻
第
七
恋
上）
「
け
ぶ
り
」（
富
士の
火に
よ
る
）
と
「
な
み
」（
涙）
は
絶え
る
日が
な
い
、
と
い
う
本
歌に
拠る
付
合で
あ
る
。『
名
所
句
集』
ブべビは
「
し
ら
ぬ
ま
の
」
と
な
る
。
そ
の
人を
未だ
「
見
知ら
な
い
時
分の
」
と
修
訂し
て
「
き
よ
み
」
を
利
か
せ
よ
う
と
し
た
か
。
こ
の
千
句に
宗
碩の
名
所
句は
三
四
句あ
る
。
こ
の
句
数は
『
住
吉
千
句』
の
三
五
句、『
伊
勢
千
句』 の
三
六
句と
比べ
て
殆ど
同
数で
あ
る
。『
名
所
句
集』
へ
の
入
集
二〇
句は
他の
二つ
の
千
句の
入
集
句
数の
三
倍に
達す
る
。
大
永
四
年
前
後に『
名
所
句
集』 の
選
句が
進
行し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
定す
る
。
こ
の
千
句の
次の
句は
入
集し
な
か
っ
た
。
霞つ
ゝ
駒に
ま
か
す
る
山と
を
み
長
一
22た
ち
か
へ
り
い
つ
あ
ふ
さ
か
の
春
碩（
伊
庭
千
句）
あ
け
暮の
さ
そ
浦な
み
の
都
鳥
長
八
38な
に
は
に
つ
け
て
い
に
し
へ
の
跡
碩（
〃
）
同じ
名
所を
詠む
他の
資
料の
句が
入
集す
る
。
わ
れ
も
そ
と
り
の
声に
た
て
つ
る
雪
五
45あ
ふ
さ
か
や
む
か
し
を
お
も
ふ
関こ
え
て
宗（
住
吉
千
句）
舟さ
す
あ
ま
も
袖ぬ
ら
せ
と
や
古
郷の
な
に
ハ
に
つ
け
て
う
ら
か
な
し
『
宗
碩
連
歌
合』
八
十
七
番
左（
太
田
本）
古
典
文
庫の
解
説
冒
頭に
引
用さ
れ
た
宗
碩の
句は
伊
庭
千
句の
句で
あ
る
。
一
村の
里は
た
く
火に
あ
ら
は
れ
て
雪
四
86な
み
の
う
へ
な
る
あ
ま
の
家
嶋
碩
連
歌
集
書
本『
名
所
句
集
下』
で
は
「
い
ゑ
し
ま
」
と
あ
る
。
五
宗
碩の
名
所
句
宗
碩の
名
所
句
六〇
句の
中に
、
名
所を
詠ん
だ
前
句に
名
所を
付け
る
句
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（
一
一）
が
八
句あ
る
。
そ
の
中の
「
こ
と
う
ら
千
鳥」「
ひ
ら
の
ね
わ
た
り
」「
き
よ
み
か
せ
き
」 の
三
句は
先に
扱っ
た
。
残る
五
句の
付
合の
方
法を
窺っ
て
み
る
。
万
代の
春を
よ
ハ
ふ
や
春
日
山
ばベば
今そ
さ
か
り
の
藤ハ
ら
の
里
「
春
日
山」
は
春
日
大
社の
神
山で
あ
る（
）。
春
日
大
社は
藤
原
氏の
創
建に
な
る
。「
藤は
ら
の
里」
は
『
五
代
集
歌
枕』
に
見え
、「
ふ
ぢ
は
ら
の
ふ
り
に
し
さ
と
の
あ
き
は
ぎ
は
さ
き
て
ち
り
に
き
き
み
ま
ち
か
ね
て
」（『
万
葉
集』
巻
第
十
びびベぶ） を
あ
げ
る（
）。こ
の
歌に
は
旧
都
藤
原
京を
懐か
し
む
心が
見え
る
。
宗
碩は
、「
今そ
さ
か
り
」
と
詠み
、
今も
昔も
の
意を
込め
、「
万
代」
に
寄
せ
て
い
る
。き
ゝ
つ
る
須
磨の
浦に
き
に
け
り
びぶべ
時
鳥
明
石の
と
な
ミ
な
き
過て
「
須
磨の
浦」 に
付け
る
語に「
明
石」 が
あ
る（『
随
葉
集』
巻
第
六
名
所
部
292） 。「
あ
は
し
ま
に
こ
ぎ
わ
た
ら
む
と
お
も
へ
ど
も
あ
か
し
の
と
な
み
い
ま
だ
さ
わ
け
り
」（『
万
葉
集』
巻
第
七
ばびびバ）
に
拠っ
て
付け
た
の
で
あ
ろ
う
。
心と
ゝ
ま
る
関ハ
あ
ふ
坂
バぼビ
足か
ら
や
駒う
ち
よ
す
る
陰も
な
し
「
あ
ふ
坂」 に
付け
る
語の
一つ
に「
駒」 が
あ
る（『
随
葉
集』
巻
第
六
名
所
部
303） 。「
関」
と
「
駒」
と
か
ら
足
柄の
関を
着
想す
る
。『
五
代
集
歌
枕』
に
「
相
州
歟あ
し
が
ら
の
せ
き
」
と
見え
、『
後
厨
集』
の
羇
旅の
歌を
あ
げ
る
。
宗
碩は
そ
の
例
歌に
拠ら
ず
、「
こ
ま
と
め
て
袖う
ち
は
ら
ふ
か
げ
も
な
し
」（『
新
古
今
集』
巻
第
六
バビば）
と
そ
の
本
歌「
く
る
し
く
も
ふ
り
く
る
あ
め
か
み
わ
の
さ
き
さ
の
の
わ
た
り
に
い
へ
も
あ
ら
な
く
に
」（『
万
葉
集』
巻
第
三
びバ
ビ）
に
拠っ
た
と
思わ
れ
る
。
何を
し
る
し
の
三
輪の
杉む
ら
ベビブ
か
き
く
ら
す
さ
の
ゝ
ワ
た
り
の
雨の
日に
こ
の
句も「
く
る
し
く
も
ふ
り
く
る
あ
め
か
」（
右に
引
用） に
拠る
。「
さ
の
ゝ
ワ
た
り
」 の
所
在
地は
和
歌
山
県
新
宮
市で
は
な
く
、
奈
良
県
桜
井
市と
し
て
付け
る
。「
三
輪」 に
付け
る
語の
中に「
初
瀬
山
佐
野の
渡り
」
と
二
語が
並ん
で
見え
る（『
随
葉
集』
巻
第
六
名
所
部
278） 。
す
で
に
宗
碩の
時
代に
は
「
み
わ
の
さ
き
」
は
桜
井
市
三
輪で
あ
り
、「
佐
野の
渡り
」
を
つ
け
る
こ
と
が
定
着し
て
い
た
と
思わ
れ
る
。
む
ろ
の
八し
ま
の
け
ふ
り
く
ら
へ
ん
ばばぶば
田
上や
薪こ
り
つ
む
山ち
か
み
『
散
木
奇
歌
集』
第
三
秋
部に
、
田
上に
て
船に
の
り
て
や
し
ま
と
い
ふ
所に
霧の
い
ぶ
せ
か
り
け
る
を
み
て
よ
め
る
べバベ
川ぎ
り
の
煙と
見え
て
た
つ
な
へ
に
な
み
わ
け
か
へ
る
む
ろ
の
八
島に
と
あ
る
。『
歌
枕
名
寄』
巻
第
廿
六
下
野
国「
八
嶋」 の
項に
こ
の
歌を
あ
げ
て
左
注を
付す
。
左
注は
歌の
前
書を
引い
て
「
然
者
彼
田
上に
八
嶋と
云
所
あ
り
と
み
え
た
り
室の
字を
付る
こ
と
は
下
野の
室
八
嶋に
こ
と
よ
せ
て
い
へ
る
歟…
」
と
あ
る
。「
八し
ま
」
は
近
江と
下
野と
の
両
方に
あ
る
こ
と
を
踏ま
え
て
、「
け
ふ
り
く
ら
へ
」
に
「
薪こ
り
つ
む
」 と
付け
た
。
宗
碩の
名
所
句
六〇
句の
中に
、
未
勘
国の
名
所を
詠ん
だ
句が
三
句あ
る
。
そ
の
中の
「
こ
と
う
ら
千
鳥」
の
句は
先に
扱っ
た
。
残る
二
句の
付
合の
方
法を
窺っ
て
み
る
。
綱
手う
ち
は
へ
舟も
日な
か
し
ビバ
あ
し
わ
か
の
浦め
つ
ら
し
き
下も
え
に
『
歌
枕
名
寄
未
勘
国
下（
巻
第
三
十
八）』
の
「
葦
若
浦」 の
項に
、
あ
し
わ
か
の
浦に
き
よ
す
る
し
ら
波の
し
ら
し
な
君は
我お
も
ふ
と
も
を
あ
げ
る
。
こ
の
歌は『
新
勅
厨
和
歌
集』
巻
第
十
一
恋
歌
一「
題し
ら
ず
」
中の
バぶばで
あ
る
。
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『
新
勅
厨
集
口
実』
に
、
芦
若の
浦は
称
名
院
細
流に
、
葦の
若き
に
若の
浦を
よ
せ
た
り
と
云々
。
き
よ
す
る
は
よ
せ
来る
心
也。
哥の
心は
序
歌に
て
明
也。
と
あ
る（
）。『
細
流
抄』
に
は
「
…
み
る
め
は
な
く
共
立な
か
ら
帰へ
き
は
面
目
な
き
よ
し
也」
と
あ
る（
）。
『
源
氏
物
語』
若
紫の
巻に
源
氏の
歌、
あ
し
わ
か
の
浦に
み
る
め
は
か
た
く
と
も
こ
は
立ち
な
が
ら
か
へ
る
波か
は
が
あ
る
。『
細
流
抄』
は
そ
の
注で
あ
る
。『
新
勅
厨
和
歌
集
抄』
に
は
「
あ
し
わ
か
の
浦は
た
ゞ
わ
か
の
浦の
事
也」
と
あ
る（
）。
宗
碩は
「
綱
手」
の
語に
須
磨の
巻を
想
起し
、「
日な
か
し
」
の
春に
寄せ
て
付け
た
か
、と
思わ
れ
る
。
月を
そ
へ
は
や
水も
影よ
し
ぶぶビ
音き
け
ハ
い
つ
し
か
秋の
ゆ
ふ
は
河
『
歌
枕
名
寄
未
勘
国
下（
巻
第
三
十
八）』
に
「
結
八
川」
が
見え
る
。
例
歌は
「
わ
が
ひ
も
を
い
も
が
て
も
ち
て
ゆ
ふ
は
か
は
」（『
万
葉
集』
巻
第
七）
を
初
め
、「
紐を
結ふ
」 に
掛け
る
歌
三
首、「
麻
結ふ
」
に
掛け
る
歌
一
首、
そ
の
他
三
首が
見え
る
。
宗
碩の
句は
、
秋の
月が
出て
水
面に
映る
の
を
待つ
前
句に
流れ
る
水の
音を
付け
る
。「
水も
影よ
し
」
は
水
底ま
で
透け
る
清
明
な
流れ
で
あ
る
。「
そ
へ
は
や
」
に
「
早」
の
意を
汲み
と
っ
て
「
い
つ
し
か
」
を
付け
、「
ゆ
ふ
は
河」
に
「
夕」
を
掛け
て
秋の
夕べ
の
静け
さ
の
中に
時
の
流れ
を
表
現す
る
。
澄
明な
感
覚の
句で
あ
る
。
宗
碩の
名
所
句は
本
歌に
拠っ
て
付け
る
場
合、『
万
葉
集』
に
拠る
「
藤
は
ら
の
里」「
明
石の
と
な
み
」
の
句が
あ
っ
た
。『
続
古
今
集』
に
拠る
「
あ
し
う
ら
の
山」
の
句が
あ
り
、『
草
根
集』
に
拠る
「
こ
と
う
ら
千
鳥」
の
句
も
あ
っ
た
。『
源
氏
物
語』
若
紫の
巻に
拠る
「
あ
し
わ
か
の
浦」 、
関
屋の
巻
に
拠る「
歎き
の
み
」 の
句が
あ
っ
た
。
名
所は
本
歌
本
説を
重ん
じ
、「
寄せ
」
を
も
っ
て
付け
る
と
い
う
師
説を
守っ
て
い
る
と
見ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
宗
碩の
名
所へ
の
関
心の
深
化に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
宗
碩は
永
正
三
年（
一
五〇
六） に『
勅
厨
名
所
和
歌
抄
出』
を
編ん
だ
。
こ
の
本に
掲げ
な
い
名
所「
西
川」「
こ
と
う
ら
」「
金の
御
嶽」
を
詠ん
だ
句が
『
名
所
句
集』
に
見え
る
。
こ
の
三
句は
い
ず
れ
も
『
宗
碩
連
歌
合』
を
選
句
資
料と
す
る
。
永
正
十
七
年（
一
五
二〇
）
ま
で
名
所の
知
識
見
聞を
一
層
広め
て
い
た
証
拠
で
あ
る
。
未
勘
国の
名
所「
あ
し
わ
か
の
浦」「
ゆ
ふ
は
河」
の
二
句は
『
伊
庭
千
句』
を
選
句
資
料と
す
る
。
未
勘
国の
名
所は
現
地が
特
定で
き
な
い
か
ら
、
本
歌
本
説に
精
通し
て
い
な
け
れ
ば
詠め
な
い
。『
宗
碩
連
歌
合』
が
成
立す
る
永
正
末
年か
ら
『
伊
庭
千
句』
が
成
立す
る
大
永
四
年ま
で
の
数
年
間に
も
名
所
研
究を
続
行し
、『
伊
庭
千
句』
は
そ
の
到
達
点と
も
見ら
れ
る
。
大
永
元
年
の
『
住
吉
千
句』
で
は
両
吟の
相
手の
聴
雪が
名
所を
二
六
詠む
の
に
対し
、
宗
碩は
三
五を
詠む
。
大
永
二
年『
伊
勢
千
句』
で
は
宗
長が
三
七、
宗
碩は
三
六で
あ
る
。
大
永
四
年『
伊
庭
千
句』
で
は
三
吟の
各
人の
名
所
句
数は
聴
雪
二
一、
宗
長
二
七、
宗
碩
三
四で
あ
っ
た
。
『
名
所
句
集』
雑
連
歌
下
第
九の
末
尾
近く
に
宗
碩の
句が
四
句
並ぶ
。
『
伊
庭
千
句』
の「
犖
城や
」 の
句が
初め
で
、
次い
で
『
宗
碩
連
歌
合』
九
十
三
番
左、
九
十
八
番
左と
右の
句で
あ
る
。
連
歌
合
左と
右の
両
句の
入
集は
六
組
一
二
句に
及ぶ
が
、
左
右
並び
の
型で
の
入
集は
こ
ゝ
だ
け
で
あ
る
。
心ハ
ミ
え
つ
か
ゝ
る
山
陰
左ばびぶぶ
法に
た
れ
絶す
水く
ミ
な
つ
ミ
川
い
つ
し
か
道ハ
た
ゆ
る
浅
茅
生
右ばびぶべ
法の
跡を
は
る
か
に
三
井の
寺ふ
り
て
左の
句は
判
詞に
「
水く
ミ
な
つ
ミ
河
面
白
候。
山
陰の
よ
せ
よ
く
思あ
ハ
せ
ら
れ
候」（
太
田
本）
と
あ
る
。『
歌
枕
名
寄』「
夏
箕
河」 の
項に
は
「
鴨、
山か
け
」「
山か
け
、
月」「
し
ら
ゆ
ふ
は
な
」「
川せ
」
を
詠む
歌
四
首を
あ
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げ
る
。『
平
安
和
歌
歌
枕
地
名
索
引』
は
「
鴨」「
を
し
」「
卯の
花」「
し
ら
ゆ
ふ
花」
を
詠む
歌
七
首を
あ
げ
る
。
宗
碩は
こ
れ
ら
の
例
歌の
い
ず
れ
に
も
拠
ら
ず
、
謡
曲『
二
人
静』
に
拠っ
た
と
思わ
れ
る
。「
心は
み
え
つ
」
に
義
経
を
慕う
静の
心を
、「
山
陰」
に
は
ツ
レ
の
詞「
川
淀
近き
山
陰の
」
の
面
影を
窺わ
せ
る
付
合で
あ
る
。「
菜つ
む
」
の
表
現は
『
閑
吟
集』
に
見え
る
が
勅
厨
集に
は
見え
な
い
。
右の
句は
判
詞に「
三
井の
寺あ
さ
ち
本
歌
珍
重
候」（
太
田
本）
と
あ
る
。
本
歌は
『
新
古
今
和
歌
集』
巻
第
十
七
雑
歌
中に
、
三
井
寺や
け
て
後、
す
み
侍り
け
る
房を
お
も
ひ
や
り
て
よ
め
る
大
僧
正
行
尊
ばバブボ
す
み
な
れ
し
我が
古
郷は
こ
の
比や
浅
茅が
は
ら
に
鶉
鳴く
ら
ん
が
あ
る
。
三
井
寺は
保
安
二
年（
一
一
二
一）
に
焼
失し
た（
）。
本
歌に
拠っ
て
四
百
年の
昔を
偲ぶ
付
合で
あ
る
。
神
祇の
名
所
句は
宗
祇の
『
独
吟
名
所
百
韻』
以
来、
宗
牧の
『
賀
茂
社
法
楽
独
吟
名
所
百
韻』
に
至る
展
開が
あ
る
。『
宗
長
連
歌
合』
八
十
九
番
左「
春
日
野」 、
同
右「
石
清
水」
は
そ
の
系
譜で
あ
る
。
宗
長は
八
十
八
番
左に
「
ほ
と
け
に
と
を
き
」 、
同
右に
「
す
み
そ
め
の
袖」
の
句を
番え
た
が
、
釈
教の
名
所
句に
は
な
ら
な
か
っ
た
。『
宗
碩
連
歌
合』
は
九
十
八
番
左
右は
釈
教の
名
所
句で
あ
っ
た
が
、
百
番
左
右の
神
祇は
名
所
句で
は
な
か
っ
た
。
宗
長、
宗
碩、
宗
牧
等に
よ
っ
て
神
祇、
釈
教の
名
所
句を
詠む
ま
で
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。お
わ
り
に
宗
碩の
入
集
句
六〇
句の
中、『
宗
碩
連
歌
合』
大
永
三
年
本と
『
伊
庭
千
句』
と
の
二
作
品で
四
四
句
入
集す
る
こ
と
は
、『
名
所
句
集』
の
編
纂が
大
永
四
年を
最
重
要
期と
し
て
い
た
こ
と
を
窺わ
せ
る
。
こ
の
時
期に
存
命す
る
入
集
作
者は
宗
長と
宗
碩で
あ
る
。
宗
長は
大
永
四
年
三
月『
伊
庭
千
句』
に
出
座
後、
四
月に
は
駿
河に
向か
い
、
十
月ま
で
各
所に
滞
在し
て
い
る（
）。
宗
碩は
大
永
四
年
六
月に
能
登へ
向か
い
、
翌
年
正
月
元
旦は
能
登
畠
山
氏の
許
で
独
吟
百
韻を
賦す
。
帰
洛は
春も
末で
は
な
か
っ
た
か（
）。
二
人は
旅の
生
活
が
主で
あ
っ
て
、
句
集を
編む
余
裕が
あ
っ
た
と
は
思え
な
い
。『
名
所
句
集』
は
『
竹
林
抄』
の
部
立、
七
賢
作
者を
做っ
て
い
る
が
序
跋を
付さ
ず
、
成
立
に
つ
い
て
何も
語ら
な
い
。
句
集の
編
者は
一
個
人で
は
な
く
、
協
力
者を
擁
す
る
或る
人
物で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
或る
人
物が
厨
集を
行い
な
が
ら
序
跋を
整え
得な
か
っ
た
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
『
賀
茂
社
法
楽
宗
牧
独
吟
名
所
百
韻』
の
第
四
四
句に「
日く
ら
し
の
野」
を
詠む
。
句
頭に
は
「
大
和」 と
注
記す
る
。「
日く
ら
し
の
野」
は
『
歌
枕
名
寄』
に
見え
な
い
。『
八
雲
御
抄
巻
第
五
名
所
部』
に「
日ぐ
ら
し
の
山」
が
見え
る
が「
筑
紫
歟。
後
厨。」 と
注
記が
あ
る（
）。
永
正か
ら
天
文に
か
け
て
の
年
代に
は
、
歌
枕と
し
て
例
歌の
稀な
、
所
在
地
未
詳の
名
所が
連
歌に
詠ま
れ
る
。
こ
う
い
う
時
代
背
景に
あ
っ
て
も
宗
碩は
本
歌
本
説に
拠っ
て
名
所を
詠む
。
そ
の
あ
る
も
の
は
実
在し
な
い
歌
枕で
あ
っ
た
。
今
後の
課
題は
、
１
主
要な
名
所に
つ
い
て
、
入
集す
る
句と
入
集し
な
い
句と
を
比
較し
て
選
句の
基
準を
考
察す
る
こ
と
。
２
『
宗
碩
連
歌
合』
の
二
類
本、
と
く
に
太
田
本の
意
義は
大き
い
と
見ら
れ
る
。
太
田
本を
利
用す
る
本を
探る
こ
と
、
で
あ
る
。
注
（
１
）
伊
地
知
鉄
男
編『
連
歌
論
集
上』（
一
九
八
五
年
一
一
月
発
行
岩
波
文
庫）
七
〇
頁。
（
２
）
伊
地
知
鉄
男
他
編『
俳
諧
大
辞
典』（
昭
和
三
十
二
年
七
月
発
行
明
治
書
院）
「
名
所
百
韻」
の
項。
金
子
金
治
郎
執
筆。
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（
一
四）
（
３
）
木
藤
才
蔵
井
本
農
一
校
注『
連
歌
論
集
俳
論
集』（
昭
和
三
十
八
年
八
月
発
行
岩
波
書
店）
五
一
頁。
（
４
）
注（
１
）
前
掲
書。
八
六
頁。
（
５
）
注（
３
）
前
掲
書。
二
一
三
頁。
（
６
）
伊
地
知
鐵
男
編『
連
歌
資
料
集２』（
昭
和
五
十
二
年
七
月
発
行
ゆ
ま
に
書
房）
三
二
五
頁。
（
７
）
金
子
金
治
郎
著『
連
歌
論の
研
究』（
昭
和
五
十
九
年
六
月
発
行
桜
楓
社）
九
頁。
（
８
）
木
藤
才
蔵「
松
平
文
庫
本『
名
所
付
合』
考」（『
連
歌
俳
諧
研
究』
第
五
十
九
号
昭
和
五
十
五
年
七
月
発
行）
（
９
）
『
筑
波
問
答』（
注（
３
）
前
掲
書
所
収）
九
三
頁。
（
10）
金
子
金
治
郎
編『
連
歌
貴
重
文
献
集
成
第
一
集』（
昭
和
五
十
三
年
六
月
発
行
勉
誠
社）
四
六
八
頁。
（
11）
木
藤
才
蔵
著『
連
歌
新
式の
研
究』（
平
成
十
一
年
四
月
発
行
三
弥
井
書
店）
（
12）
中
島
光
風
著『
上
世
歌
学の
研
究』（
昭
和
二
十
年
一
月
発
行
筑
摩
書
房）
二
九
五
頁。
（
13）
吉
田
幸
一
神
作
光
一
橘り
つ
編『
歌
枕
名
寄
六
古
典
文
庫
第
三
四
五
冊』
（
昭
和
五
十
年
九
月
発
行）
一
八
頁。
以
下、
本
書
八
分
冊に
拠る
。
（
14）
『
新
編
国
歌
大
観
第
二
巻
私
厨
集
編』 。
以
下、
引
用
歌は
本
大
観に
拠る
。
（
15）
田
中
裕
赤
瀬
信
吾
校
注『
新
古
今
和
歌
集』（
一
九
九
二
年
一
月
発
行
岩
波
書
店）
久
保
田
淳
著『
訳
注
藤
原
定
家
全
歌
集
上
巻』（
昭
和
六
十
年
三
月
発
行
河
出
書
房
新
社）
（
16）
福
井
久
蔵
著『
校
本
菟
玖
波
集
新
釈
上』（
昭
和
五
十
六
年
二
月
発
行
国
書
刊
行
会）
一
三
四
頁。
（
17）
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
28
兵
庫
県』（
昭
和
六
十
三
年
十
月
発
行）
（
18）
横
山
重
金
子
金
治
郎
編『
新
厨
菟
玖
波
集
実
隆
本』（
昭
和
五
十
三
年
六
月
発
行
角
川
書
店）
（
19）
木
藤
才
蔵
編『
随
葉
集
古
典
文
庫
第
四
三
二
冊』（
昭
和
五
十
七
年
九
月
発
行）
以
下、
本
書に
拠る
。
（
20）
『
京
都
市の
地
名』（
一
九
七
九
年
九
月
発
行
平
凡
社）
以
下、
京
都
市
内の
名
所は
本
書に
拠る
。
（
21）
『
連
歌
総
目
録』（
平
成
九
年
四
月
発
行
明
治
書
院）
一
四
九
頁。
（
22）
金
子
金
治
郎
著『
宗
祇
旅の
記
私
注』（
昭
和
四
十
五
年
九
月
発
行
桜
楓
社）
八
二
頁。
（
23）
ひ
め
ま
つ
の
会
編
著『
平
安
和
歌
歌
枕
地
名
索
引』（
昭
和
四
十
七
年
二
月
発
行
大
学
堂
書
店）
以
下、
本
書に
拠る
。
（
24）
木
藤
才
蔵
著『
連
歌
史
論
考
下
増
補
改
訂
版』（
平
成
五
年
五
月
発
行
明
治
書
院）
一〇
五
六
頁。
（
25）
和
一
冊
二〇
二
函
二
六
一
号（『
續
類
従
山
田
千
句』） 。
付
注
本は
金
子
金
治
郎
著『
連
歌
古
注
釋の
研
究』（
昭
和
四
十
九
年
三
月
発
行
角
川
書
店）
に
拠る
。
（
26）
『
王
朝
文
学
第
十
六
号』（
昭
和
四
十
四
年
六
月
発
行
東
洋
大
学
王
朝
文
学
研
究
会）
（
27）
大
阪
俳
文
学
研
究
会
編『
藻
塩
草
本
文
篇』（
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
発
行
和
泉
書
院）
二
二
九
頁。
（
28）
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
26
京
都
府
上
巻』（
昭
和
五
十
七
年
七
月
発
行）
一
一
七
頁。
（
29）
拙
著『
宗
碩と
地
方
連
歌─
資
料と
研
究─
』（
平
成
五
年
二
月
発
行
笠
間
書
院）
（
30）
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
29
奈
良
県』（
一
九
九〇
年
三
月
発
行）
三〇
九
頁。
（
31）
久
曽
神
昇
編『
日
本
歌
学
大
系
別
巻
一』（
昭
和
四
十
一
年
十
月
発
行
風
間
書
房）
四
五
三
頁。
（
32）・（
34）
大
取
一
馬
編
著『
新
勅
厨
和
歌
集
古
注
釈と
そ
の
研
究
〔上〕
〔下〕』（
昭
和
六
十
一
年
三
月
発
行
思
文
閣
出
版）
四
七
六
頁。
一
九
八
一
頁。
（
33）
伊
井
春
樹
編『
内
閣
文
庫
本
細
流
抄』（
昭
和
五
十
年
二
月
発
行
桜
楓
社）
六
四
頁。
（
35）
『
日
本
史
総
合
年
表』（
平
成
十
三
年
五
月
発
行
吉
川
弘
文
館）
（
36）
鶴
崎
裕
雄「
宗
長
年
譜
稿」（『
帝
塚
山
学
院
短
期
大
学
研
究
年
報』
第
四
十
四
号
一
九
九
六
年）
（
37）
『
実
隆
公
記』
大
永
五
年
一
月～
三
月の
記
事
欠。
四
月
一
日
条に「
道
堅・
飯
川・
（
国
弘）
宗
碩
等
勧
一
盞」
と
あ
る
。
（
38）
久
曽
神
昇
著『
校
本
八
雲
御
抄と
そ
の
研
究』（
昭
和
十
四
年
九
月
発
行
厚
生
閣）
一
八
四
頁。
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